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落
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狸
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、
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●
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・
　

　

　

　

　

の
●

　
　
　
　
　
　
Ｋ
も
　
み

‘
　
　
・
，

掟
を
停
め
て
逢
か
に
室
む
も
雲
え
え
ず

コＱ
震
毎
庁
滋
ガ
に
滞
つ

■ ―

ロ

,11

爾

皓  ● 転  句 承 ●

O 0 ●

■
ｆ

　

　

‘■
一

，
●
　

　

コ
ス

○ ● ●

0

● ○ O ●

● ●

0 ● 0

清

風

残

月

満

池

塘 0

停

杖

逹

笙

雲

不

几 ●

夏

口

占

煮

人

気

番

子

晨

野

径

島

声

涼

陽

　
韻

涼
作
詩

ロ

千

仄
式

今
和

四
年
セ
月
十
二

日
名

前

t.●

|O

○

|

〇
|

|

|

○ ●
|

|

|

|

|

|

01 〇

|

|

●
|

|

|

◎ ◎

夏
朝
閑
歩

千

　

起
　
式

|

|

鼠
日

の

南お
贅
ん
,´
7‐

楚
気
~

杏奪

り

|

|

t
|



始  句 転  句 承 句 た  ●

O

二
ｆ

　

　

■́

●
●
　

　

●
贅

●

○ O

● ○

● ● ●

○ O ● O

夏
朝
閑
ナ

，
　
コ
え

葛

衣

状

杖

歩

江

頭 ◎

洩

瀬

落

魚

揺

濠

え ●

墓

柳

糸

糸

台

露

和 ◎

雨

鈴

子

暁

冷

力

秋 ◎

ロ
ロ
ス

，
日

み   下   し   ,え読 千

仄
式

仄
　

走
　
式

田
園
回

４
年

６
月

今

名

前

葛
衣
袂
に
扶
け
ら
れ
て
　
江
頭
を
歩
す

く

´，
　
い
　

　

つ

え

た

す

ゆ

う

ぎ

ょ

浅
瀬

の
滸
魚

あ

さ

せ

格 g
:゙=ょフオヽ→

の

処 [
ろ

ユ
柳
糸

々
　
台
露
相
し

，

い

，

０

う

し

し

は

く

る

　

し

げ
'0ヽ

1

秋讐
の

秦
'ご

し

`

そ
う

ぎ

●
餘
の
ロ
1

暁

え
朝

閑
歩

松
本
祐
輔

□
曰
■

神
漢
逹
　
九
詩
期
会

【
詩
箋
】

語碁 典薇・作蛉メモ

揺
涼
　
魚

な
ど

の
沐
ぎ
動
く
さ
ま

ネ

糸

　

枠

の
幸

二
神

　
し
だ
れ
神

A$I,lo 7

（
セ
言

亀

句

）

今
■

４
年

７
月

虫

その化のメモ

2021.07.19第 1.5拘反

・
|

●
|

|

OI

|

°

|

|

●
|

|

°

|

|

OI
|

●
|

|

l

○
|

●■

・
|

|



`吉

 旬 転  句 ネ  匂 た ●
〓
ｆ

　

　

薔
さ

，
３

　

　

●
ズ

排

衝

微

風

萬

福

情

● 出

家

漫

歩

巡

河

畔

○ 夜

水

熱

気

室

猶

ａ

● 夏

曰

党

颯

鳩

島

拳

●

● O O ●

夏

日
閑
ナ

Ｌ
ヽ
　
　
０
ロス

だ
″
　
　
，
日

○ ● ● ●

○ ● ○

●

O

● ○

◎ ◎ ◎

読 み 下 し え

“
を
催
，従
ズ
部
一省
の
彎

家
を
針
で
一舜
ナ
し
沸
ん畔
を
避
る

だ
恭

の
対
一気
多
に
篠
葬

か

し

つ

百
ヘ
ロ
わ

●

　

　

　

　

　

さ

　

　

　

　

　

　

　

０

，

ａ
´
ょ

う

　

　

こ

え

颯
り
を
党
ま
す
鳩
島

の
拳

か

　

し

つ

か

ん

ぼ

夏

口
関
歩

名簿m.ll

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

作
詩

ロ

千

仄
式

今

わ

二
年

セ
月

十

日

仄
　

た
　

式

二
浦

　

昭

ニ

（
セ
言
絶
句

）

語諄 典薇・作詩メモ

4olto)I+

20210719第 L5版

|

|

|

・
|

〇
|

|

|

|

●
|

|

|

|

〇
|

|

|

|

・ |

●
|

|

|

名

前



神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
セ
言
絶

句

）

語|■・共■・作詩メモ

盛

晨

・

・

・

・
朝

`苦

 ● ■  ● ネ  句 た  0
詩

燕
圭゙ _

イa 0
、 ●́,

40 逹 0 灯 0

晨 0 笙・
、´́

工:こ ● ム
コヽ (1) 夏
朝
閑
歩

観
者
略
」
ヽ_ン

レ‐■__

■■
■コ

絶
|

句
|

陽

韻

盛 ● 商 (D 鮮 0
―ヤ
‐

l｀
 ()

夏 0 脅ゝ 0 嗚 〇
■ヽと

1ユ ●

せ 0 多./ (:) 潮 0 海 ●

塵 0
,1

プL ●
′′

ズヽ 0 風・

_ユ_

ふ
。 香 0

掟 み 下 し   え

盛
え
の

石
ユ

泰 _

世

塵
を
き

`tゞ

れ

る

‐ヽ

′
リ

,■

力ヽ

に
″
ニ

↓
マ_,

商
,1さ

の

」ヒ
l_

_」_
ク

タ
)

し

を

之
′

ヽ

近
く
,―ヤー

畔
な
ヽ

潮
気
」虫
●~

ι∫

し

火丁
|

′‐
て,.
―r‐
r

の

jユ・

海
風

'ふ|
し

夏
朝
関
ナ

めヽ
′,

1

‐
,

つ
｀

ん

11

その1このメモ

清

晨

…

・
朝

作

詩

ロ

千
ス
式

今
ト

　

ロ
　
年
　
た
月
　
十

日

一４
　

　

　

こ

ヽ
　

　

●
ヽ

■
「
．　
　
　
，
■
・
　

　

．ヨ
´，

Ｚ

前

森
本
正
彦

Z ttNo  12

イ

|

|

上 ●
| 涼 ◎|

|

| |
| |
| |
| |
| |

ll



そ  句 Ⅲ  ● ネ  句 に  旬
詩

　

逝
高

夭

一

碧

轄

ヽ

胸

ヽ
， 長

哺

古

詩

閑

歩

庭

時

聰

謁

拳

二

四

峰

ハ
） え

朝

野

後

史

風

従

O ● 夏
朝

関
歩

久
ヽ
〕
日
「^

，
日

● ● 0

● ●

Ｌ^
ヽ

´ ●

● O

0 ● 0 0

ヽ′先

高
人

一
碧

ヽ
胸

お
く

け
に
聰
く
誨
声
二
四
峰

夏
朝

の
子
各
た
ス
従

い

夏

朝

関

歩

g:+\,, 13

神
奈
川
県
漢
詩
豊
盟
え
詩
期
会

【
詩
箋
】

作

彎

ｎ

十

人

式

ヽ

わ

口
年

た
月

千

　

た
　

・式

名

前

諸

ヱ

暢
表

（
セ
〓

セ

匈

）

■i■・■■・昨
=メ
モ

轄

だ
的
―
―

気
持

ら

が
嗜

れ
嗜

れ
す
る

れ
クヽ
ー
ル
に
，“
ぽ
ク否
夕
７

3021 0,.lヽ )1,|.5版

0

01 01
|

|

●

C

°
|

●

長i

輔‐
卜́‐:
●

昔
閑|

ケ・

す
′
0
た々_



語註・英を 作輩メモ

０
紫

陽

Ｏ
録
え

あ

じ

さ

い

ヱ
類
の
さ
や
に
，
た
単
木

の
実
。　
こ
こ
で
は
藤

の
実

（
緑
色

名簿陥.  14

神
奈
川
県
漢
詩
逹
盟
た
詩
期
会

【
詩
箋
】

（
を
言

化

旬

）

`吉

 句 ′、 旬 長  ●
詩

題微 o

風 O

ヽ_■‐

ソJ ●●′ノ _ヽ

戌 0

軽 ◎

寂 ●

寂 ●

ロ
´

1~
●

朝 0

0

人 0

_)‐

本 ●

♯こo
′ ヽ

緑 0

■ ■

え
●

格 0

墓 0

,●

膝 O

蔓 0

棚 0

姜
′

`｀

0

陽 0

雙 ●

多
―

●

、 L

ラ各 0

]L

イtL O

夏
朝
閑
歩

庚

韻

微

風
谷
を

及
‐,
″́
く

暑
咸
軽
し
0

び

た

●
●

し

1・

ろ

寂
寂
た
り
Iフ
ー

1~

朝

,ノヽ

水
だ

た
ヽ

ド́
ソ

せ

さ
せ

き

そ

●

ま

●

繰

え

格
れ
て

喜
ワ
つ

クり
藤
蔓
の

枷
0

,

(

き

',

●

ふ

し
づ

る

■

紫
陽

色
を
変
じ
′ヽ́
,「

洛

イこ
を
争
ヽヽ

し
t

ら

ん

す .

き

夏
朝
閑
歩

か
ち
よ

か
ん
|ま

その |_の メモ

（
散
サ

に
で

紫
陽
花

は
粘

藤
棚

に
は
、

ま

だ

子

い

の

わ
ず
か
に
風

た

と
こ
ろ
）

■

ム
一

う

、
　

´
Ｌ

′
１
・
ａ
　
　
・イ

イ

ン
グ

ン
ユ

で
人

の
民
配

が
吹
き
戒

っ

ち

て

い
た
。

の
実
が
揺
れ
て

い
た
。

だ
。
日

の
暑

さ

を
ｔ

れ

る
。

の
大
半

は
落

の
よ
う
な
林

は
な
く
静

か

て
き

て
．

理

千

ス
式

２

０

２

２

年

７

１

１

４

曰

千

　
起
　
式

名

一剌

出

口
　
幸
雄

2011303.10 l.4

転  句

′,｀

企
●

暑・

′ 、

子 ◎

作
詩

ロ


